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法　人

[特別会員]

伸和建設株式会社　代表取締役社長　北尾行弘（京都市）

[普通会員]

株式会社 田中長奈良漬店　代表取締役　田中長兵衞（京都市）	 御香宮神社　宮司代務者　三木善隆（京都市）

薬師寺　代表役員　安藤靖高（京都市）		

個　人

[特別会員]

土屋　英夫（京都市）	 岩城　　博（東京都）	 村川　伴子（京都市）	 近藤　漱二（神戸市）

伊藤　　昭（京都市）	 篠原　　明（大山崎町）	 岡　　雅之（京都市）	 八木代志子（向日市）

太田　錠次（幸田町）	 宮田　喜義（京都市）	 林　　節治（京都市）	 重道　和男（宇治市）

田村　彰敏（京都市）	 藤森　弘子（宇治市）	 川上　信也（流山市）	 渡辺三根子（枚方市）

中辻　政美（城陽市）	 木﨑　幸子（京都市）	 佐藤　正年（京都市）	 操田　邦男（堺市）

光本　大助（京都市）	 藤澤　智実（浜松市）	 脇田　　實（東京都）	 前田　種男（神戸市）

山口　　彰（京都市）	 拝師　照代（京都市）	 浅野　明美（京都市）	 山本美代子（京都市）

中井　卓治（豊中市）	 川嶋　純子（さいたま市）	 川嶋　　博（さいたま市）	 岩崎　　進（京都市）

渡邊　正勝（横浜市）		  	 　　　　　ほか匿名14名

[普通会員]

青山　正男（京都市）	 大崎　智浩（倉敷市）	 大崎美由紀（倉敷市）	 山上　　徹（京都市）

那須　和明（岡山市）	 三大寺司朗（京都市）	 山本加代子（京田辺市）	 大西　　淳（高槻市）

井口　信夫（京都市）	 吉野　克行（京都市）	 藤岡　嵩久（東京都）	 山田　　均（京都市）

稲田　新吾（京都市）	 升山　春彦（京都市）	 本道　隆子（藤枝市）	 宮本としか（吹田市）

川口　幸司（名古屋市）	 堀籠　幹雄（京都市）	 川嶋　秀幸（さいたま市）	 日比　法子（津市）

日比　賢二（津市）	 万代　浩明（堺市）	 滝川　　守（京都市）	 藤井　文子（東京都）

岩崎　好江（京都市）	 豊原　弘行（京都市）	 早　　厚子（京都市）	 　　　　　ほか匿名13名

[賛助会員]

吉田良比呂（京都市）	 池田　妙子（京都市）	 山添　洋司（豊中市）	 吉本　有理（京都市）

			   　　　　　ほか匿名２名

会員寄附者　芳名録
ご支援・ご協力ありがとうございました

寄附金　芳名録（敬称略）

2021.10.1~2021.12.31

下記の期間にご寄附をいただきました皆様のご芳名を掲載させていただきます。名簿は、寄附受納日順にご紹介し
ています。

京都の文化遺産を守り伝える活動の輪を更に広げるために
皆様のご支援・ご協力をお願いいたします

◇皆さまからのご寄附や新しい会員募集の呼びかけに一層のご支援とご協力をお願いいたします。また，当財団の活動を紹介していま
すパンフレットの配布・設置にもご協力下さい。

◇寄附金は，税の優遇措置を受けていただけます。当財団は「公益財団法人」として認定を受けていますので、寄附金は特定公益増進
法人として税制上の優遇措置が適用され，個人の方は確定申告により所得税の控除を，法人においては法人税の損金算入が認められ
ています。

「 賀 茂 競
くらべ

 馬
うま

 」

５月５日に賀茂別雷神社（上賀茂神社）で行なわれる競馬の行事で、寛治７年（1093）５月５日には

じまると伝えられ、中世には賀茂社の年中行事として定着している。20頭の馬が左右に分かれて10番の

競馬を行なうのが通例となっていた。また、５月１日には競馬の順番を決める重要な行事である「足
あし

汰
ぞろえ

式
しき

」が本番さながらに執り行われる。

写真提供/賀茂競馬保存会

表紙解説

ノロサと岡倉天心らによって全国の文化財調査が行われました。

日本の伝統文化や文化財の保護に力を入れた外国人のフェノロサ

や岡倉天心らによって文化財を保護する必要性が説かれていきま

した。そのような下準備ができて明治28年に帝国奈良博物館、明

治30年に帝国京都博物館が開館します。危機に瀕する日本の伝統

文化や文化財を救わなくてはならないということの象徴として博

物館は開館しました。

　また同年、文化財保護法の前段階である「古社寺保存法」ができ、

ここで初めて国宝という名称が用いられます。古社寺保存法の対

象は寺院や神社であり、それだけでは不十分ということで、昭和

４年に「国宝保存法」が新しくできて、個人所有の文化財も保存

していきましょうということになりました。昭和24年の法隆寺金

堂の火災を契機として、文化財保護の法的処置の制定の必要性が

唱えられ、昭和25年に「文化財保護法」が制定されました。文化財保護法が準備されている頃、金閣寺でも火災が

起こり、文化財が大きな危機を迎える時期でもあり、近代的な法律で文化財を保護していこうという流れが強くな

りました。

　こうして文化財保護に対する法的な枠組みが確かに出来上がってきました。そしてさらに文化財の保護だけでは

なく振興や活用を目指して、「文化芸術振興基本法」ができ、近年の法改正により「文化芸術基本法」となります。

このようにして法的な枠組みが少しずつ整ってきましたが、改めて日本の文化のあり方をみて日本は文化国家であ

ると自信を持って言えるでしょうか。

　日本において文化が政治的に取り上げられ、文化国家を目指した強力な政策が打ち出されているかというと、そ

うとは言えません。それから経済の面で、経済人が文化や文化財に対して真剣に取り組んでくれるかいうとそうで

はありません。やはり事が起これば経済界からすると文化は少し足手まといだという声が強いでしょう。政治的に

も経済的にも文化については、まだまだ地位が低い、見方が低いと考えざるを得ません。これは程度の差はありま

すが、文化国家といわれるヨーロッパ社会においてもこのような問題はありました。もっと政治的にも経済的にも

文化の重要性というものを皆が理解する必要があると思います。

図３　廃仏毀釈




